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藤
原
浜
成
著
わ
す
所
の
「
説
経
標
式
」
は
、
大
正
初
期
に
至
る
迄
、
正
当
に
評

価
さ
れ
な
か
っ
た
事
は
も
と
よ
り
、
偽
書
で
は
な
い
か
と
さ
え
疑
わ
れ
た
歌
学

書
で
あ
っ
た
。
そ
の
事
は
、
流
布
本
の
多
く
が
粗
悪
も
し
く
は
抄
本
で
、
平
安

以
降
の
諸
書
に
引
か
れ
た
辞
句
と
異
同
が
甚
だ
し
か
っ
た
事
、
更
に
は
古
今
集

を
遡
る
こ
と
百
三
十
年
の
昔
に
、
歌
人
と
し
て
全
く
名
の
伝
わ
ら
な
か
っ
た
浜

菊
が
、
勅
を
奉
じ
て
歌
学
書
を
編
述
す
る
事
が
出
来
た
か
否
か
の
疑
い
を
考
慮

す
る
と
、
む
し
ろ
当
然
の
結
果
で
あ
っ
た
。
然
し
大
正
時
代
に
佐
々
木
信
綱
博

士
が
、
今
日
眞
本
系
と
呼
ば
れ
る
首
尾
の
整
っ
た
善
本
を
世
に
紹
介
さ
れ
、
そ

れ
を
研
究
さ
れ
た
武
田
祐
吉
博
士
の
謂
わ
ゆ
る
「
宝
亀
眞
本
説
」
が
唱
え
ら
れ

て
以
来
「
歌
経
標
式
」
は
俄
に
注
目
さ
れ
始
め
、
今
日
研
究
者
の
中
で
原
本
の

成
立
が
宝
亀
年
中
で
あ
る
事
を
疑
う
人
は
殆
ん
ど
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
然
し

な
が
ら
今
も
っ
て
、
そ
の
文
学
史
上
の
評
価
は
決
し
て
高
い
も
の
で
は
な
い
。

「
日
本
文
学
史
i
上
代
-
久
松
潜
一
編
」
の
中
で
久
曽
神
氏
が
（
五
二
三
頁
）

 
こ
れ
を
要
す
る
に
、
詩
学
に
倣
っ
て
制
定
し
た
も
の
で
、
詩
学
の
範
囲
を
ま

 
だ
一
歩
も
出
て
を
ら
ず
歌
学
し
て
特
に
注
意
す
べ
き
條
は
少
い

と
結
論
ず
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
今
日
の
一
般
的
評
価
で
あ
ろ
う
。
古
典

に
対
す
る
価
値
評
価
の
困
難
な
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
本
書
は
我
が
国
最

初
の
体
系
的
な
歌
学
書
で
あ
り
、
そ
れ
迄
の
和
歌
の
歴
史
と
当
時
の
歌
に
対
す

る
確
固
た
る
自
覚
の
も
と
に
成
．
つ
た
事
を
考
え
合
せ
る
と
、
今
日
の
評
価
が
果

し
て
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
極
め
て
疑
問
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
 
「
歌
里
標
式

」
の
古
典
と
し
て
の
存
在
意
義
、
或
い
は
研
究
対
象
と
し
て
の
価
値
は
次
の
三

点
に
集
約
す
る
事
が
出
来
る
。

 
そ
の
第
一
は
、
歌
学
書
と
し
て
の
創
作
論
の
問
題
で
、
当
時
の
和
歌
と
詩
と

の
実
態
を
考
え
た
上
で
の
平
成
の
創
作
論
の
是
非
、
、
時
代
を
越
え
て
の
文
学
論

と
し
て
の
「
歌
経
標
式
」
の
説
の
存
在
価
値
の
問
題
で
あ
る
。

 
そ
の
第
二
は
、
歌
学
史
的
意
味
に
お
け
る
後
世
の
歌
学
、
ひ
い
て
は
和
歌
批

評
及
び
歌
人
へ
の
影
響
の
問
題
で
あ
る
。

 
そ
の
第
三
は
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
に
も
関
係
の
あ
る
、
一
字
一
音
式
表
記
h

の
和
歌
が
完
全
な
も
の
だ
け
で
も
二
十
八
首
載
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
資
料
的

価
値
の
問
題
で
あ
る
。

 
以
上
の
三
点
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
研
究
の
上
に
立
っ
て
こ
そ
、
「
歌
経
標

式
」
・
の
価
値
は
問
わ
れ
，
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
従
来
の
「
歌
経
標
式
研

究
」
は
、
そ
の
多
く
が
部
分
的
な
も
の
で
、
専
ら
音
韻
を
主
に
し
た
歌
題
論
に

関
す
る
個
所
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
は
、
中
国
詩
学
の
盲
目
的
模
倣
で
あ
る
と
批
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判
さ
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。
確
か
に
浜
成
が
詩
学
に
お
け
る
音
韻
の
法
則
を
和

歌
に
応
用
し
よ
う
と
精
力
を
傾
け
、
「
喜
撰
式
」
以
降
の
歌
学
書
に
継
承
さ
れ

た
「
傷
病
」
を
生
み
出
し
た
事
は
議
論
さ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、

豊
成
の
歌
学
が
総
合
的
で
、
独
創
性
に
富
み
、
し
か
も
そ
の
背
後
に
烈
々
た
る

自
信
が
濫
ぎ
っ
て
い
た
事
を
注
疏
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
下
に
お
い
て
私

は
、
浜
成
が
本
書
に
お
い
て
創
造
し
よ
う
と
し
た
歌
学
は
、
決
し
て
従
来
説
か

れ
た
よ
う
な
中
国
詩
学
の
安
易
な
翻
案
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
謂
わ
ん
や
音

韻
偏
重
論
で
は
な
い
事
を
明
か
に
し
つ
つ
、
 
「
歌
経
標
式
」
が
「
古
今
集
両
序

」
に
先
行
す
る
重
要
な
歌
論
書
で
も
あ
る
事
を
述
べ
る
事
に
し
た
い
。

 
 
「
飛
動
標
式
」
は
序
文
・
本
文
・
駿
文
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
特
に
そ
の
序

、
文
は
、
歌
の
本
質
論
・
起
源
論
に
始
ま
り
、
近
代
歌
人
批
判
か
ら
歌
式
を
立
て

る
に
至
る
理
想
等
が
二
百
五
十
宇
程
の
中
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結
構
は

 
「
古
今
序
」
に
近
く
、
「
古
事
記
」
-
や
勅
撰
集
の
序
と
同
様
上
表
文
の
形
を
と

 
っ
て
い
る
の
で
、
極
め
て
注
意
深
く
作
ら
れ
て
お
り
、
内
容
・
修
辞
共
に
本
文

に
劣
ち
ず
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
紙
幅
の
関
係
上
・
本
書
分
全
て
に
渡
っ
て
検

討
す
る
事
が
許
さ
れ
な
い
の
で
、
序
文
を
中
心
に
論
を
進
め
る
事
に
し
た
い
。

煩
を
厭
わ
ず
序
文
の
全
文
を
次
に
掲
げ
る
事
に
す
る
。
尚
論
を
進
め
る
便
宜
上

段
を
分
け
て
小
字
で
そ
れ
を
示
し
た
。

 
臣
三
三
言
。
原
夫
歌
者
、
所
以
感
鬼
神
之
幽
情
、
慰
天
人
弓
懸
心
者
也
。
韻

 
者
所
以
異
於
風
俗
之
言
語
、
長
於
遊
樂
之
精
神
者
也
。
以
上
第
 
段

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
註
一

 
故
有
龍
女
帝
海
天
孫
贈
於
懸
露
歌
、
味
霜
昇
天
會
拙
作
構
威
之
詠
。
並
霊
雅

 
姦
臣
音
韻
之
始
也
。
第
二
段

 
近
代
歌
人
錐
長
歌
句
、
未
知
音
韻
。
含
他
悦
繹
猶
無
知
病
。
准
之
上
古
身
軽

 
‘
春
花
三
儀
、
傳
之
來
葉
不
見
秋
實
之
味
。
無
六
髄
何
回
感
慰
天
人
之
二
者
乎
。

 
馬
前
新
例
則
抄
石
菖
、
合
為
一
巻
名
日
花
式
。
蓋
亦
詠
覇
者
無
罪
、
聞
之
者

 
足
以
戒
五
矢
。
以
上
第
三
段

 
伏
惟
、
聖
七
二
歴
六
天
、
奉
樂
無
窮
。
榮
比
四
輪
御
賞
磁
極
。
臣
含
恩
遇
奉

 
侍
聖
明
、
欲
以
撮
壌
導
滑
之
情
而
有
加
於
賞
樂
焉
。
若
蒙
牧
採
、
幸
傳
當
代
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
註
二

 
可
久
強
大
之
功
、
並
天
地
之
眞
観
、
日
用
日
新
之
明
（
將
金
鏡
之
高
館
。
臣

 
軸
索
誠
惇
誠
恐
、
頓
首
謹
言
。
以
上
第
四
段

 
 
寳
亀
三
年
五
月
七
日
参
議
兼
刑
部
省
卿
守
從
四
位
美
嚢
四
等
藤
原
朝
臣
濱

 
 
成
上

 
一
読
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
四
六
文
を
基
礎
と
し
て
日
本
化
し
た
漢
文
で
「

古
事
記
」
の
序
文
と
比
較
す
れ
ば
名
文
と
は
言
い
か
ね
ぢ
が
、
専
ら
和
歌
に
つ

い
て
述
べ
、
典
拠
の
あ
る
語
句
を
用
い
て
、
然
も
自
ら
の
信
ず
る
所
を
強
く
主

張
せ
ん
と
す
る
浜
成
の
意
気
込
み
は
充
分
に
窺
え
る
の
で
あ
る
。

 
第
一
段
は
、
歌
の
本
質
・
効
用
論
で
「
鬼
神
の
扇
情
を
感
ぜ
し
め
、
天
人
の

恋
心
を
慰
む
る
…
…
」
の
部
分
は
、
古
今
集
仮
名
序
の

 
ち
が
ら
を
も
い
れ
ず
し
て
、
あ
め
つ
ち
を
う
こ
か
し
、
め
に
見
え
ぬ
鬼
神
を

 
も
、
あ
は
れ
と
お
も
は
せ
、
お
と
こ
女
の
な
か
を
も
や
は
ら
げ
、
た
け
き
毛

 
の
㌧
ふ
の
こ
㌧
ろ
を
も
、
な
ぐ
さ
む
る
は
歌
な
り
。

に
直
接
対
応
す
る
し
、
勿
論
中
国
詩
学
の
原
典
と
も
言
う
べ
き
「
詩
経
大
序
」

の 
動
天
地
 
感
鬼
神
 
莫
近
於
詩

に
由
来
す
る
事
も
論
を
侯
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
中
国
詩
学
の
多
く
が
、
詩

の
効
用
を
政
教
的
な
も
の
と
し
て
考
え
る
傾
向
に
あ
っ
た
の
に
対
し
、
古
今
序

が
「
男
女
間
の
情
趣
」
に
目
を
向
け
た
の
は
確
か
に
太
田
青
丘
氏
が
言
わ
れ
る

 
 
註
三

よ
う
に

（2）

■



 
物
の
哀
れ
論
を
展
開
し
来
た
る
日
本
詩
歌
文
芸
理
論
の
曙
光
を
認
め
な
け
れ

 
ば
な
射
な
い
。
1
中
略
i
畢
寛
貫
之
は
、
儒
教
的
政
教
主
義
を
主
情
的
詩
歌

 
論
に
昇
華
・
統
合
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
…
：

ゴ
と
観
ら
れ
る
点
で
あ
る
が
、
実
は
貫
之
以
前
に
「
歌
経
標
式
」
は
「
天
人
の
恋

心
を
慰
さ
む
る
。
」
と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
情
趣
」
の
世
界
で
歌

を
捕
え
る
態
度
は
、
・
奈
良
末
に
は
広
く
見
ら
れ
た
よ
う
で
、
殆
ん
ど
浜
成
と
同

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
註
四

時
代
を
生
き
た
 
大
伴
宿
禰
池
魚
が
家
持
の
文
才
を
讃
美
し
た

 
巧
み
に
愁
人
の
重
患
を
遣
り
、
．
能
く
恋
者
の
積
塔
を
除
く

の
文
辞
は
、
奇
し
く
も
同
様
の
詩
歌
の
効
用
を
説
い
て
い
て
興
味
深
い
。

 
次
に
「
聖
者
所
以
黒
藻
風
俗
之
言
語
、
長
於
遊
興
之
精
神
者
也
」
に
つ
い
て
'

見
る
に
、
韻
を
踏
む
所
の
歌
が
日
常
の
言
語
に
異
な
る
、
あ
る
い
は
優
れ
た
歌

は
異
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
、
「
歌
の
自
覚
」
が
宣
言
さ
れ
て
い

る
、
更
に
注
目
す
べ
き
個
所
で
あ
る
。
い
か
な
る
未
開
の
人
で
あ
れ
、
い
か
な

る
幼
児
で
あ
れ
、
民
謡
で
あ
れ
、
童
謡
で
あ
れ
、
歌
う
人
の
意
識
と
し
て
は
、
、

 
「
歌
」
が
日
常
の
言
語
と
異
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
事
は
、
他
の
様
々
⑳
徴

証
に
よ
っ
て
明
か
に
す
る
事
が
出
来
る
が
、
そ
れ
を
和
歌
に
つ
い
て
か
く
も
明

確
に
述
べ
た
の
は
浜
益
を
吉
開
と
す
る
の
で
あ
る
。
本
文
の
中
で
も
「
艶
語
」

と
言
う
歌
膿
が
と
り
上
げ
ら
れ
、

 
俗
人
の
言
語
に
異
な
る
こ
と
無
し

と
言
う
理
由
で
退
け
ら
れ
て
い
る
。
次
の
文
中
に
は
「
雅
妙
之
音
韻
」
と
「
雅

」
の
文
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
俗
人
の
「
俗
」
と
と
も
に
早
成
の
美
学
の

 
一
面
が
、
雅
と
俗
の
明
確
な
識
別
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
事
に
注
意
し
な
け
れ

、
ば
な
ら
な
い
。
「
俗
」
の
字
そ
の
も
の
は
、
日
本
書
紀
や
風
土
記
に

 
 
土
俗
異
俗
・
風
俗
之
言
語
尽
日

 
 
歌
経
標
式
序
考

等
の
熟
語
や
単
語
で
、
「
土
着
の
人
」
の
意
に
専
ら
用
い
ら
れ
て
、
特
殊
な
用

字
で
は
な
い
し
、
「
雅
」
の
字
に
し
て
も

 
閑
雅
 
温
雅
 
雅
妙

と
、
「
み
や
び
や
か
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
然
し
、
万
葉
集
で
「
拙
劣

之
迄
」
と
批
評
意
識
の
萌
芽
を
示
し
、
用
語
に
「
た
つ
」
 
（
歌
語
）
「
つ
る
」

（
俗
語
）
の
区
別
が
見
ら
れ
る
と
は
言
え
、
浜
成
は
そ
れ
を
和
歌
に
関
し
て
明

確
に
美
的
観
点
か
ら
追
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
文
中
で
、

 
無
有
雅
意
（
雑
會
）
。
此
礎
雅
黒
鍵
。
故
日
直
麗
（
頭
嚢
腰
新
）

と
、
た
だ
に
雅
麗
な
歌
を
佳
し
と
す
る
浜
成
の
美
学
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

浜
成
の
創
作
論
の
根
幹
を
な
す
の
が
、
男
芸
至
上
主
義
的
態
度
で
あ
る
が
、
そ

の
端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
の
が
、
「
遊
学
の
精
神
を
長
ず
る
」
と
い
う
一
節
で

あ
る
。
奈
良
朝
の
文
化
人
達
が
中
国
か
ら
の
様
々
の
文
化
的
事
物
を
摂
取
し
、

模
倣
し
憧
罪
し
た
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
律
令
国
家
成
長
と
ど
も
に
そ
の

意
味
を
重
く
し
て
来
た
文
筆
活
動
も
そ
の
例
に
漏
れ
ず
、
中
国
の
詩
文
の
影
響

葱
ま
さ
に
直
接
に
受
け
た
。
極
め
て
大
き
く
捕
え
る
と
当
時
の
文
人
は
六
朝
か

ら
初
唐
の
漢
詩
文
の
影
響
が
大
で
あ
り
、
そ
の
最
も
端
的
な
例
は
四
六
下
民
文

の
愛
好
で
あ
る
。
・
古
事
記
序
文
・
日
本
書
紀
・
風
土
記
・
懐
風
藻
序
を
見
る

と
、
単
に
模
倣
と
言
う
よ
り
も
、
斎
藤
拙
堂
を
し
て
・

 
太
安
萬
侶
序
 
徴
古
典
雅
 
文
畔
瀾
然
 
不
可
以
排
偶
置
文
薄
曇

と
言
わ
し
め
た
程
の
実
力
を
も
備
え
て
い
た
し
、
駐
麗
文
の
形
式
辞
句
と
も
に

美
麗
な
文
章
は
当
時
の
人
は
勿
論
、
今
日
で
も
讃
美
に
価
す
る
の
で
あ
る
。
美

文
修
辞
を
追
求
す
る
あ
ま
り
、
来
歴
の
あ
る
語
句
使
用
は
も
と
よ
り
「
常
陸
風

土
記
」
に
至
っ
て
は
、
神
語
の
歌
を

 
愛
乎
我
胤
魏
哉
神
宮
 
天
地
鼓
齊
 
日
月
共
同
 
人
民
集
賀
 
飲
食
富
豊

（3）



 
代
代
無
絶
 
日
日
彌
榮
 
千
秋
萬
歳
 
遊
樂
春
窮

と
四
言
詩
に
翻
繹
さ
え
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
．
そ
の
よ
う
な
「
達
意
」
を
離
れ

た
文
章
の
隆
盛
は
、
文
学
に
対
す
る
当
時
の
見
方
を
も
左
右
し
た
筈
で
、
美
麗

に
し
て
端
正
、
し
か
も
研
立
す
れ
ば
す
る
程
へ
学
べ
ば
学
ぶ
程
優
れ
た
文
章
を

書
く
事
が
出
来
る
と
い
う
事
実
こ
そ
が
、
浜
菊
を
し
て
「
歌
経
標
式
」
を
編
ま

せ
、
雨
垂
の
精
神
を
重
ん
じ
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

 
第
二
段
は
歌
の
起
源
論
で
、
h
古
今
集
仮
名
序
」
に

 
こ
の
う
た
、
あ
め
つ
ち
の
、
ひ
ら
け
は
じ
ま
り
け
る
時
よ
り
、
い
で
き
に
け

 
り
、
し
か
あ
れ
ど
、
世
に
つ
た
は
る
こ
と
は
、
ひ
さ
か
た
の
あ
め
に
し
て

 
は
、
し
た
て
る
ひ
め
に
は
じ
ま
り
、
あ
ら
が
ね
の
っ
ち
に
し
て
は
、
す
さ
の

 
を
の
み
こ
と
よ
り
ぞ
、
お
こ
り
「
け
る
。

と
あ
る
の
に
、
こ
れ
又
直
接
に
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
も
中
国
に

先
例
を
求
め
る
事
が
出
来
る
。
「
詩
品
」
の
序
に
あ
た
る
部
分
に

 
昔
南
風
之
詞
 
卿
雲
之
頒
 
豚
義
篁
 
。

以
下
の
起
源
論
が
あ
り
、
「
文
心
離
龍
」
で
は
、

 
文
之
為
徳
也
大
 
。
與
天
地
並
生
者
何
哉

と
、
混
沌
と
し
た
文
の
概
念
か
ら
、
当
代
の
詩
人
の
評
へ
と
、
歴
史
的
に
詩
文

を
辿
っ
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
よ
う
な
先
例
が
中
国
に
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
簡

単
に
、
歌
の
起
源
論
が
、
詩
学
書
の
「
歌
経
標
式
」
へ
の
影
響
の
一
例
と
結
論

ず
け
る
の
は
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
と
言
う
の
億
、
「
宋
書
．
倭
国
伝
」
に
載
せ

ら
れ
て
い
る
、
順
帝
の
昇
明
二
年
（
西
暦
四
七
八
年
）
に
奉
っ
た
我
が
国
か
ら

の
書
に

 
昔
よ
り
 
祖
禰
躬
ら
甲
冑
を
撮
し
て
、
山
川
を
祓
渉
し
、
寧
塵
に
蓬
あ
ら
ず

と
旧
き
を
尋
ね
て
い
る
し
、
祝
詞
・
「
古
語
拾
遺
」
も
同
様
、
神
世
・
上
古
を
尋

ね
今
に
思
い
を
至
し
て
い
る
し
、
人
聞
の
「
日
並
皇
子
尊
の
殖
財
の
時
の
歌
」
は

 
天
地
の
初
め
時
、
ひ
さ
か
た
の
天
の
河
原
に
 
八
百
萬
 
千
萬
神
の
 
神
集

 
ひ
 
集
ひ
座
し
て
…
…

と
天
地
の
初
め
か
ら
歌
い
起
さ
れ
て
お
り
、
「
神
代
よ
り
…
…
」
と
言
う
詞
句

は
万
葉
に
お
い
て
定
型
的
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
物
事
の
原
初
か
ら
説
き
起
こ

す
形
式
は
古
代
文
学
に
多
く
、
偏
に
尚
古
思
想
、
伝
統
尊
重
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。 

第
三
段
は
 
近
代
の
歌
人
批
判
か
ら
本
書
を
著
わ
す
理
由
を
述
べ
た
部
分
で

あ
る
。
こ
の
手
法
は
「
詩
品
」
に

 
今
之
士
俗
 
斯
風
息
突
。
一
中
略
-
独
観
謂
為
警
策
 
衆
視
終
論
平
鈍
「

と
、
当
代
詩
壇
が
隆
盛
で
は
あ
っ
て
も
、
独
善
に
陥
り
平
凡
愚
作
を
創
っ
て
い

る
事
を
衝
い
て
い
て
、
「
准
じ
て
依
る
」
物
を
作
ろ
う
と
す
る
決
意
を
述
べ
て

あ
る
し
、
 
「
文
心
熟
々
」
で
は
色
々
な
面
か
ら
近
代
業
人
を
批
判
し
て
い
る
。

古
を
良
と
し
、
今
を
否
と
す
る
考
え
方
は
い
つ
の
世
に
も
見
ら
れ
る
が
、
豊
成

を
レ
て
近
代
歌
人
批
判
を
さ
せ
、
 
「
歌
経
標
式
」
を
編
ま
せ
た
の
は
、
単
に
尚

古
思
想
や
申
国
詩
学
の
援
用
で
は
な
く
、
浜
成
の
生
き
た
時
代
の
必
然
的
要
求

か
ら
で
あ
っ
た
。
当
時
は
律
令
制
を
背
負
う
官
人
達
が
競
っ
て
漢
文
の
習
熟
に

努
め
、
博
学
多
才
を
願
い
、
学
問
第
一
の
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代

を
背
景
に
詩
に
関
し
て
は
、
中
国
か
ら
「
詩
集
」
や
「
詩
学
書
」
が
多
数
将
来

さ
れ
た
よ
う
で
、
そ
れ
等
を
学
ぶ
事
で
、
切
磋
琢
磨
し
た
の
で
あ
る
が
、
和
歌

は
、
相
変
ら
ず
己
れ
一
人
の
努
力
に
よ
っ
て
し
か
上
達
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
「
古
来
風
膿
抄
」
は
こ
の
点
に
つ
い
て

 
お
ぽ
か
た
う
た
の
み
ち
、
よ
し
あ
し
さ
だ
む
る
事
は
、
さ
き
に
も
申
し
た
る

 
よ
う
に
、
こ
と
葉
を
も
て
述
べ
が
た
し
。
漢
字
の
詩
な
ど
忌
物
は
、
そ
の
謄
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か
ぎ
り
あ
り
て
、
五
言
七
言
と
い
ひ
、
韻
を
を
き
、
聲
を
き
る
と
こ
ろ
ノ
＼

 
か
ぎ
り
あ
る
う
へ
に
上
下
の
句
を
対
し
、
あ
る
ひ
は
四
韻
六
韻
八
韻
十
韻
と

 
も
み
な
さ
だ
ま
れ
る
ゆ
へ
に
、
よ
し
も
あ
し
も
あ
ら
は
に
み
え
、
業
人
の
学

 
問
し
た
る
ほ
ど
も
あ
ら
は
る
る
も
の
な
れ
ば
、
さ
す
が
に
を
し
て
人
も
え
あ

 
な
づ
ら
ぬ
物
な
り
。
し
か
る
に
、
こ
の
や
ま
と
歌
…
…

と
核
心
を
好
い
て
い
る
。
奈
良
時
代
の
歌
人
達
も
ま
さ
に
こ
の
思
い
が
激
し

く
、
詩
に
お
け
る
「
詩
学
書
」
と
同
様
の
、
歌
に
お
け
る
「
歌
学
書
」
が
渇
望

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
 
「
星
斗
標
式
」
の
成
立
年
時
宝
亀
三
年
は
、
あ
の
「
万
葉

集
最
後
の
年
代
明
記
の
家
持
歌
」
を
く
だ
る
事
十
三
年
で
あ
り
、
歌
わ
ぬ
家
持

を
包
含
し
て
、
謂
わ
ゆ
る
「
国
風
暗
黒
期
」
を
迎
え
つ
㌧
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

歌
に
対
す
る
何
程
か
の
危
機
意
識
、
或
い
は
漢
詩
に
対
す
る
対
抗
意
識
が
近
代

歌
人
の
批
判
と
な
り
、
歌
会
の
創
作
を
促
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
学
的
和
歌
創

作
論
の
中
心
と
し
て
選
ん
だ
も
の
が
「
音
韻
」
で
あ
っ
た
事
は
大
い
に
議
論
さ

れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
次
に
、
「
春
花
之
儀
」
と
「
秋
實
之
味
」
を
以
っ
て
、
歌
の
備
え
る
べ
き
二

つ
の
文
学
性
で
あ
る
と
し
た
の
は
浜
成
の
卓
見
で
、
こ
れ
が
又
「
古
今
集
」
の

『
華
実
相
兼
論
」
へ
と
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
詩
歌
の
形
式
と
内
容
、
或
い
は

内
容
の
華
麗
さ
と
質
朴
性
を
、
草
木
の
華
実
に
比
し
て
考
え
る
伝
統
は
中
国
に

古
く
か
ら
あ
り
、
「
論
語
」
の
文
質
の
思
想
を
始
め
、
「
詩
品
」
、
「
文
心
遣
龍
」

等
で
ポ
u
文
学
批
評
の
一
つ
の
規
準
と
な
っ
て
い
る
。
唯
、
我
が
国
の
初
期
の
古

典
に
多
大
の
影
響
を
与
え
た
の
は
、
六
朝
前
後
の
極
め
て
発
達
し
た
詩
文
で
、

借
り
物
の
文
字
で
い
か
に
文
章
を
書
こ
う
か
と
汲
汲
と
し
て
い
た
上
代
人
は
、

彼
我
の
文
学
的
状
境
を
ま
さ
に
決
定
的
な
格
差
と
し
て
受
け
取
っ
た
の
で
あ

る
。
極
め
て
大
き
く
捕
え
る
な
ら
ば
、
近
江
奈
良
朝
の
文
学
の
隆
盛
、
「
記
紀
」

 
歌
経
標
式
序
考

の
編
纂
等
を
誘
発
し
た
の
は
、
護
る
意
味
で
、
中
国
文
学
へ
の
強
い
憧
憬
で
あ

り
裏
返
し
て
み
る
な
ら
ば
拭
い
去
る
事
の
出
来
な
い
、
劣
等
感
に
他
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
古
事
記
序
文
」
に

 
上
古
七
時
 
言
意
並
朴
 
敷
文
構
句
 
黒
字
濁
世

と
書
か
れ
た
時
か
ら
連
綿
と
し
て
続
き
、
即
日
本
文
学
、
ひ
い
て
は
日
本
文
化

の
「
質
朴
性
の
認
識
」
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ぢ
ず
、

浜
成
が
「
華
」
に
趨
る
事
の
な
か
っ
た
の
は
大
い
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
又
中
国
に
お
け
る
「
春
華
・
秋
實
」
に
つ
い
て
み
る
と
「
剛
志
 
刑
罪
伝

」
に

 
君
侯
採
庶
子
之
春
華
 
三
家
派
乏
秋
實

と
あ
り
、
又
「
顔
氏
家
訓
・
勉
学
」
に

 
夫
学
則
種
樹
也
。
愛
玩
其
華
秋
登
其
実
。
議
論
文
章
春
華
也
 
修
身
利
行
秋

 
謝
罪

と
あ
る
よ
う
に
「
秋
實
」
に
は
「
徳
行
」
の
意
味
を
も
た
せ
る
の
が
常
で
あ
っ

た
が
、
浜
成
は
本
文
も
含
め
て
政
教
的
意
味
を
和
歌
に
持
た
せ
よ
う
と
は
し
な

か
っ
た
。

 
次
に
「
六
腱
」
と
言
う
序
文
中
で
、
最
も
注
目
す
べ
き
一
語
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。
今
日
迄
こ
の
「
六
膿
」
に
つ
い
て
、
疑
問
と
は
し
な
が
ら
も
謂
わ

ゆ
る
詩
経
大
序
の
「
六
義
」
と
理
解
し
て
き
た
。
確
か
に
詩
学
の
「
六
義
」
が

「
古
今
集
眞
名
序
」
に

 
和
分
有
六
義
 
一
日
風
、
二
日
賦
、
三
日
比
、
四
日
興
、
五
日
雅
、
六
日
頒

と
受
け
つ
が
れ
、
「
仮
名
序
」
に
お
い
て
は
、
貫
之
が
日
本
的
な
名
称
を
六
義

の
夫
々
に
付
け
、
例
歌
を
挙
げ
た
よ
う
に
、
 
「
六
義
説
」
は
古
今
集
当
時
の
歌

壇
に
お
い
て
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
古
今
集
」
の
「
六
義
」
ど
詩
経

（5）



大
序
の
「
六
義
」
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
後
世
幾
多
の
説
明
が
試
み
ち
れ
た

が
、
顕
昭
が
「
古
今
集
序
注
」
で

 
導
電
 
六
義
歌
各
別
也
 
而
或
一
等
一
首
中
 
可
脩
六
義
 
童
詩
云
云
 
無

 
其
謂
也
 
導
者
謹
選
多
 
不
似
和
歌
殿
 
七
巡
其
名
者
准
虚
血
而
立
 
其
膿

 
者
別
館

と
考
え
た
の
が
ほ
ぼ
正
鵠
を
射
て
い
る
よ
う
で
、
名
は
「
詩
経
大
序
」
の
「
六
、

義
」
を
借
り
て
、
実
体
を
変
化
さ
せ
よ
う
匙
し
た
貫
之
の
努
力
が
認
め
ら
れ
は

す
る
も
の
～
充
分
に
成
功
し
た
と
は
言
え
ぬ
よ
う
で
あ
る
。
所
で
、
「
六
義
」

・
に
関
係
あ
る
古
今
以
前
の
事
例
を
求
め
る
と
、
 
「
績
日
本
後
紀
巻
十
九
」
所
載

の
謂
わ
ゆ
る
「
興
福
寺
大
法
師
等
の
長
歌
」
に
関
す
る
一
文
が
そ
れ
で
あ
る
事

を
見
出
し
得
る
の
で
あ
る
。

 
夫
倭
歌
之
禮
 
比
興
真
先
 
感
動
人
情
 
最
長
弦
夷

こ
の
「
続
日
本
後
紀
」
の
成
立
は
、
貞
観
二
年
（
西
暦
八
六
九
年
）
で
あ
る
か

ら
、
「
古
今
集
」
を
遡
る
事
三
十
年
程
で
盛
ん
ど
同
時
代
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

 
「
比
興
」
と
言
っ
て
「
六
義
」
と
言
わ
な
か
っ
た
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

 
「
六
義
」
を
「
比
興
」
に
よ
っ
て
代
表
さ
せ
た
と
見
ら
れ
な
い
事
は
な
い
が
、

既
に
中
国
で
も
「
比
興
」
と
連
用
し
て
「
物
に
た
と
え
て
述
べ
る
」
の
意
に
用

い
、
そ
れ
を
受
け
て
忠
男
は
「
比
興
体
」
を
立
て

 
此
体
 
如
毛
卜
者
一
物
米
軍
也
。
毒
血
其
義
。
ロ
ハ
以
俗
耳
言
之
有
興
 
仮
其

 
 
一
'
片
難
名
也
。

と
し
て
い
る
。
 
「
続
日
本
後
世
」
の
編
者
は
、
比
興
が
「
讐
喩
的
な
技
巧
」
を

意
味
す
る
も
の
と
し
て
理
解
し
て
お
り
、
長
歌
を
含
め
て
考
え
て
も
、
政
教
的

な
「
六
義
」
を
志
向
し
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
唐
の
孔
穎
達
等

の
撰
に
な
る
「
毛
詩
正
義
」
に

 
風
雅
頗
者
皆
是
施
政
之
名
匠

と
し
、
「
賦
比
興
」
を
作
文
之
臨
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
も
窺
わ
れ
る
の
で

あ
る
。
と
す
る
と
、
浜
風
は
一
体
「
高
息
」
の
語
を
何
を
意
味
す
る
も
の
と
し

て
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
こ
の
前
後
の
文
脈
を
見
る
と

 
「
六
鵬
」
の
上
に
立
っ
て
歌
を
詠
め
ば
、
．
天
を
も
人
を
も
感
動
慰
撫
す
る
事

 
が
出
来
る
。
そ
こ
で
以
上
の
主
張
を
裏
付
け
る
為
に
、
実
年
（
歌
）
を
挙
げ

 
て
新
し
い
例
式
を
建
て
よ
う

と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
「
六
七
」
は
歌
の
指
導
原
理
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
準

拠
し
て
「
毛
無
標
式
」
の
本
文
は
作
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
確
か
に
本
文

の
方
は
、
音
韻
を
中
心
に
、
歌
体
、
内
容
の
広
き
に
渡
っ
て
雷
同
て
い
て
、
浜

成
が
著
わ
そ
う
と
し
た
も
の
の
意
図
は
充
分
窺
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
「

風
雅
頒
賦
比
興
」
の
「
六
義
」
と
は
全
く
関
係
が
な
い
事
は
一
目
瞭
然
な
の
で

み
る
。
 
「
六
膿
」
の
語
自
身
、
中
国
で
は
「
六
種
の
書
膿
」
や
「
書
経
の
六
種

の
文
体
」
や
「
易
の
六
交
」
を
意
味
し
「
六
義
」
の
意
味
で
「
善
言
」
を
用
い

た
例
は
見
出
す
事
が
出
来
な
い
。
又
当
の
罫
引
自
身
も
、
 
「
膿
」
の
語
を

 
凡
歌
鵠
有
三
、
一
者
求
韻
 
二
査
膿
、
一
三
雑
謹
一
」
此
膿
臣
子
蛭
子

等
、
専
ら
歌
の
形
式
的
な
も
の
に
用
い
て
お
り
、
六
義
の
「
風
雅
頒
」
に
見
ら

れ
る
政
教
的
な
方
面
は
全
く
顧
慮
し
て
い
な
い
。
以
上
の
点
か
ら
、
浜
成
の
「
．

六
膿
」
に
つ
い
て
は
二
つ
の
解
釈
を
下
す
事
が
出
来
る
。
第
一
は
、
三
障
は
「
，

六
義
」
を
他
の
詩
病
の
名
と
同
様
、
自
己
の
見
識
に
よ
っ
て
「
六
髄
↑
と
改

め
、
「
詩
経
大
序
」
、
「
詩
品
ト
、
及
び
「
文
心
線
龍
」
．
他
の
詩
学
書
に
倣
っ
．

て
「
歌
の
全
体
的
な
規
範
」
と
し
て
据
え
た
、
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
考

え
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
「
詩
経
大
序
」
の
「
六
義
」
の
列
挙
直
後
の
文

 
上
以
風
化
下
 
下
以
風
刺
上
 
主
文
謡
諫
 
言
肖
者
無
罪
 
聞
思
者
足
以
戒

（6）



 
故
日
置

が
こ
の
序
の
第
四
段
で

 
蓋
尊
詠
之
者
無
罪
聞
之
者
足
増
石
 

と
若
干
変
え
ら
れ
て
採
用
さ
れ
て
い
る
．
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
解
釈
に
よ
る

と
、
 
「
無
六
窓
何
能
筆
飯
野
之
論
者
乎
」
は
、
詩
学
の
「
六
義
」
を
当
時
の

文
人
達
は
常
識
と
し
て
い
た
と
い
う
認
識
の
上
に
立
っ
て
書
か
れ
た
事
に
な

る
。
そ
の
上
に
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
本
文
に
「
六
義
」
的
な
も
の
が
何
も
見

出
せ
な
い
事
か
ら
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

 
新
例
を
建
て
、
韻
曲
を
抄
し
て
 
合
せ
て
一
巻
と
な
し
 
名
づ
け
て
群
雀
と

 
い
う
。

に
は
直
接
的
に
は
続
か
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

・
第
二
の
解
釈
は
、
浜
島
の
言
う
「
六
謄
」
は
「
六
義
」
と
は
異
な
り
、
彼
独

自
の
発
明
に
な
る
文
学
創
作
原
理
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
浜
成
の
独
創
性

と
大
い
な
る
自
負
心
を
考
え
る
と
、
こ
の
説
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ

て
、
も
し
そ
の
「
六
膿
」
が
、
修
辞
漕
内
容
に
関
す
る
六
つ
の
創
作
上
の
規
範

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
基
本
と
し
て
例
歌
を
掲
げ
、
一
巻
に
纒
め
よ
う

と
し
た
と
解
す
る
事
が
出
来
る
な
ら
ば
、
第
一
の
解
釈
よ
り
遙
か
に
妥
当
な
も

の
と
な
る
事
は
勿
論
で
あ
る
。
た
だ
乙
の
解
釈
は
、
本
文
の
体
裁
が
「
即
言
」

と
直
接
呼
応
し
て
い
な
い
事
及
び
、
突
然
「
劇
評
」
と
書
い
て
何
の
解
説
も
本

書
の
中
で
加
え
ら
れ
て
い
な
い
事
等
い
さ
さ
か
弱
い
所
が
あ
る
事
は
否
定
で
き

な
い
。
と
こ
ろ
で
、
音
韻
、
語
句
、
歌
体
、
内
容
と
言
う
歌
の
全
体
に
渡
っ
て

創
作
論
を
展
開
し
、
し
か
も
そ
の
論
は
精
緻
に
し
て
総
合
的
、
加
う
る
に
四
六

餅
弾
語
の
典
型
と
な
っ
た
美
文
で
綴
ら
れ
て
い
る
中
国
詩
学
書
に
梁
の
劉
雛
の

手
に
な
る
「
文
事
離
龍
」
が
あ
る
。
光
彩
に
輝
く
龍
を
離
る
よ
う
な
巧
緻
な
文

歌
経
標
式
序
考

学
を
追
求
し
た
こ
の
書
は
、
六
朝
詩
学
の
雄
と
し
て
ま
さ
に
燦
然
と
結
実
し
た

の
で
あ
る
。
私
は
、
歌
経
標
式
の
成
立
は
「
詩
経
大
序
」
や
「
詩
品
」
に
促

が
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
 
「
文
心
立
龍
」
の
影
響
下
に
成
っ
た
も
の
と
思
う

の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
知
音
篇
」
に
「
六
観
」
と
言
う
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
「
観
」
と
あ
る
よ
う
に
、
劉
闘
が
文
学
を
考
察
す
る
為
の
六
つ
の

評
価
基
準
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

 
是
島
流
閲
文
情
 
門
標
六
観
 
一
観
位
健
 
二
物
置
僻
 
三
観
通
園
 
四
観

 
奇
正
 
五
観
事
義
 
六
観
 
斯
術
弓
形
 
則
優
劣
見
 

と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
こ
に
「
標
」
の
文
字
を
見
る
の
も
注
目
す

べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
「
六
観
」
、
即
ち
（
下
の
名
は
更
に
詳
述
し
た
篇
章
）

六五
にに
 一    N

四三ニー
1こ ｝こ ｝こ 1・こ

N    l    l    N

作
品
の
形
態
は
ど
う
か
、

措
辞
は
ど
う
か
。

伝
統
の
継
承
と
変
革
は
ど
う
か

正
統
派
か
異
端
派
か

内
容
は
ど
う
か

音
楽
的
効
果
は
ど
う
か

は
確
か
に
作
品
に
対
す
る
総
合
的
な
見
方
で
、

に
お
け
る
見
方
に
示
唆
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
が
、

更
に
敷
衡
し
た
形
の
他
の
篇
章
を
調
べ
て
み
る
と
、
甲
信
標
式
の
構
想
及
び
柴

島
と
類
似
の
も
の
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
し
「
六
謄
」
を
浜
成
の
独
創

に
よ
る
も
の
と
解
す
る
事
が
出
来
る
の
な
ら
ば
、
私
は
こ
の
「
文
心
離
龍
」
の

「「

Z
観
」
か
、
そ
れ
に
近
い
も
の
を
浜
成
が
想
定
し
た
と
思
う
の
で
あ
る
が
、

残
念
な
が
ら
そ
の
証
明
は
不
可
能
で
あ
る
。
た
だ
、
先
程
述
べ
た
よ
う
に
、
歌

経
標
式
は
「
文
心
青
龍
」
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
従
来

（
膿
性
篇
）

（
芭
蕉
篇
）

（
通
変
篇
）

（
定
勢
篇
）

（
事
忌
篇
）

（
聲
律
篇
）

そ
の
点
で
も
浜
成
の
歌
経
標
式

 
 
こ
の
「
六
観
」
の
夫
々
を

（7）



で
の
事
は
あ
ま
り
説
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
以
下
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ

つ
つ
、
ひ
い
て
は
浜
弓
の
志
ざ
し
た
歌
学
が
、
た
と
え
音
韻
を
主
と
し
た
、
偏

っ
た
面
を
も
つ
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
辞
句
・
歌
体
。
内
容
の
全
て
に
渡
る
総

合
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
い
。
聖
経
標
式
に
は
「
新
装
膿
」
の

条
に

 
是
膿
非
是
古
事
…
…
或
有
相
対
、
或
相
対

と
あ
り
、
 
「
頭
古
腰
古
」
の
条
に

 
是
膿
或
有
相
対
、
三
無
相
対

と
し
て
、
歌
の
中
に
対
句
を
用
い
る
事
が
あ
り
、
そ
の
有
無
は
夫
々
の
歌
に
よ

る
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
文
里
離
龍
」
の
「
麗
辞
篇
」
で
対
偶
表
現
を

「
言
対
・
事
対
・
反
対
・
正
対
」
に
分
類
し
、
そ
の
用
法
を
述
べ
、
「
論
理
に

合
っ
た
文
章
の
中
に
、
適
切
な
珠
玉
の
対
句
を
用
い
る
べ
き
事
」
と
し
て
い
る

の
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
次
に
「
雑
睦
し
の
中
で
は
浜
成
が
、

 
古
事
一
！
古
い
伝
承
を
も
つ
詞
、
枕
詞
・
序
詞
一

の
類
と

 
新
畑
一
作
者
の
手
腕
に
な
る
比
喩
・
技
巧
的
な
詞
句
t

を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
「
文
心
意
龍
」
の
「
通
力
篇
」
に

 
伝
統
の
正
し
い
継
承
と
、
そ
の
上
に
た
つ
変
革

が
、
「
蛭
類
篇
」
に

 
典
故
の
正
し
い
あ
り
方

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
に
近
い
。
又
語
句
に
つ
い
て
み
る
と
、
歌
心
標
式
の
申

の
語
句
が
殆
ん
ど
同
じ
形
で
「
文
藻
離
龍
」
の
中
に
見
出
さ
れ
る
。
例
え
ば

」
「
定
勢
篇
」
に

 
是
盆
池
経
為
式
事
。
雑
膿
。
近
代
欝
人

の
各
辞
句
が
「
事
類
篇
」
に
「
古
事
」
が
、
多
く
の
篇
の
中
に
「
雅
麗
」
の
語

が
見
出
さ
れ
る
。

 
又
語
句
だ
け
で
な
く
「
雑
睦
」
の
一
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
謎
警
」
 
（

原
文
は
「
譲
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
謎
」
の
誤
字
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
）
に

つ
い
て
み
る
と
、
例
歌
と
し
て
立
式
者
、
即
ち
浜
成
の
謎
歌
、

 
ね
ず
み
の
家
”
穴
（
あ
な
）

 
米
つ
き
ふ
る
ひ
1
1
粉
（
こ
）

 
木
を
き
り
て
、
ひ
き
き
り
出
だ
す
巨
火
（
ひ
）

 
よ
っ
と
い
う
か
そ
れ
“
四
つ
（
し
）

が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
丁
度
、
徒
然
草
に
あ
る
、
「
延
応
門
院
の
少
女
時
代
の

歌
」
と
同
趣
向
の
歌
で
あ
，
る
が
、
そ
の
説
明
に
、

 
言
隠
語
露
下
侍

と
あ
り
、
最
後
に
先
程
の
自
分
の
歌
を

 
如
是
歌
旧
名
為
甲
第
三

と
自
讃
し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
浜
弓
の
大
い
な
る
自
信
と
指
摘
さ
れ
る
所
で
あ

る
が
、
実
際
は
当
時
の
人
達
の
和
歌
に
対
す
る
認
識
の
程
度
を
反
映
し
て
い
る

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
類
す
る
も
の
は
、
万
葉
集
の
表
記
法
の
中

の
「
戯
訓
」
が
あ
り
、
 
「
玉
台
新
詠
巻
十
」
の
古
絶
句
四
首
申
の
一
首
等
が
あ

る
が
、
何
と
い
っ
て
も
「
回
心
離
龍
」
の
「
階
認
篇
」
程
、
色
々
の
例
を
挙
げ

詳
述
し
て
い
る
も
の
は
な
い
。

 
認
者
隠
也
。
遷
僻
夙
隠
言
 
謡
讐
以
指
事
也
。
…

 
化
性
謎
語
。
謎
也
者
、
首
帳
其
辮
 
使
昏
迷
也

 
再
び
序
文
に
も
ど
る
と
、
「
伏
推
…
-
」
ど
天
子
の
徳
を
稻
え
、
自
著
の
受

入
れ
ち
れ
ん
事
を
願
う
第
叫
段
が
美
辞
麗
句
に
よ
っ
て
綴
ら
れ
て
い
る
。
歌
学

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
／
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に
直
接
関
係
な
い
部
分
で
あ
る
か
ら
、
専
ら
そ
の
辞
句
に
注
意
す
る
の
で
あ
る

が
、
「
可
久
可
大
之
功
」
、
「
天
地
之
貞
観
」
、
「
日
新
」
の
辞
句
が
「
易
経

・
繋
辞
」
に
あ
り
「
含
恩
遇
云
々
」
及
び
「
金
鏡
」
の
語
は
、
あ
る
い
は
劉
峻

の
「
廣
絶
交
論
」
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
特
に
「
易
経
」
は
劉

調
が
「
文
心
離
龍
」
を
著
わ
す
為
の
大
き
な
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
浜
成
も
大
い
に
参
考
に
し
た
事
と
思
わ
れ
る
。

 
以
上
序
文
の
文
脈
を
た
ど
り
な
が
ら
、
そ
の
内
容
を
中
国
語
学
及
び
古
今
集

両
序
と
の
比
較
等
に
於
い
て
考
え
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
少
ぐ
と
も
浜
弓
の
志

向
し
た
歌
学
が
、
単
に
音
韻
を
和
歌
に
応
用
す
る
と
い
う
単
純
な
も
の
で
な
か

っ
た
事
は
説
き
得
た
と
思
ヶ
。
更
に
本
文
の
検
討
を
深
め
て
行
く
事
に
よ
っ
て

「
歌
経
標
式
」
の
歌
学
史
上
の
意
味
、
即
ち
、
奈
良
末
期
の
和
歌
観
及
び
そ
の

創
作
態
度
を
明
瞭
に
さ
せ
る
事
が
出
来
る
と
思
う
が
隅
今
は
序
文
の
中
に
お
い

て
以
上
の
よ
う
な
事
が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
の
私
見
を
述
べ
る
事
で
筆
・
を

欄
く
事
に
し
た
い
。

＼

（9）

旧註註註
四三ニー

抄
本
に
「
婦
」
、
と
あ
る
。

「
貞
観
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
抄
本
も
「
貞
観
」
と
な
っ
て
い
る
。

「
日
本
歌
学
と
中
国
詩
学
」
八
九
首

「
萬
葉
集
巻
十
七
、
長
歌
三
九
七
三
の
前
文
」

歌
経
標
式
序
考


